
市
で
は
、
身
近
な
場
所
の
空
間
放

射
線
量
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
測
定
器
の
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。
貸
し
出
し
を
希
望
す

る
人
は
、
電
話
な
ど
で
事
前
の
予
約

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
除
染
実
施
計
画
区
域
内
は

市
の
調
査
員
が
放
射
線
測
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
調
査
に
伺
っ
た
際
は
、

ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以

上
の
人
／
市
内
に
事
務
所
が
あ
る

個
人
、
ま
た
は
法
人
／
市
内
に
固

定
資
産
を
持
つ
個
人
、
ま
た
は
法

人
貸
し
出
し
台
数

１
回
の
申
請
に
付

き
１
台

貸
し
出
し
期
間

年
末
年
始
を
除
く

毎
日
。
午
前
９
時
か
ら
貸
し
出
し
、

午
後
４
時
30
分
ま
で
に
返
却

※
利
根
町
振
興
局
出
張
所
は
、
平
日

の
み
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

申
請
に
必
要
な
も
の

運
転
免
許
証

や
健
康
保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

※
事
業
所
の
人
は
、
市
内
に
事
務
所
、

ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
こ
と
が

分
か
る
も
の

※
市
内
に
固
定
資
産
を
持
つ
市
外
の

人
は
、
課
税
明
細
書
な
ど
の
資
産

を
有
す
る
こ
と
が
分
か
る
も
の

問
い
合
わ
せ

環
境
課
環
境
係
1
内

線
７
７
３
７
２
、
白
沢
町
総
務
課

市
民
生
活
係
1
内
線
２
９
、
利
根

町
総
務
課
市
民
生
活
係
1
内
線
４

０
、
利
根
町
振
興
局
出
張
所
1
●

２
０
０
３
へ

市
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
土
砂
災
害(

特
別)

警
戒
区
域
な

ど
を
記
載
し
た「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」を
、
防
災
月
間(

９
月)

に
あ
わ
せ
て
全
戸
配
布
し
ま
す
。

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

平
常
時
の
土
砂
災
害
に
対
す
る
心
構

え
や
土
砂
災
害
発
生
時
の
避
難
方

法
、
危
険
箇
所
な
ど
を
詳
し
く
記
載

し
て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
で
こ
の
マ
ッ
プ
を
活

用
し
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

防
災
対
策
課
防
災
係

1
内
線
３
３
６
２
へ

県
で
は
、
保
健
師
や
助
産
師
、
看

護
師
の
資
格
を
生
か
し
て
い
な
い
人

に
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

登
録
は
無
料
で
、
最
新
の
医
療
や

看
護
技
術
、
求
人
情
報
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
も
う
一
度
あ
な
た
の
資
格

を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
所
定
の

登
録
用
紙
は
、
健
康
課
保
健
係
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
課
保
健
係
1
内

線
７
６
２
０
５
へ
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お
知
ら
せ

放
射
線
量
測
定
器
の

無
料
貸
し
出
し

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

全
戸
配
布
し
ま
す

資
格
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
登
録
を
！

■10月の休館日 １. ８. 15. 22. 29日
■ふれあい福祉センター健康相談
とき ９月12日(水）・10月11日(木）

午前10時～11時30分
内容 血圧測定・握力測定

ふれあい福祉センター

1○23３４９７

９月は自殺予防月間です

県では、９月を自殺予防月間としています。全国では、

毎年約３万人が自らの命を絶っています。県内の自殺者数

は国と同様に平成10年以降急増し、年間500人を超えてい

ます。これは交通事故による死者の３倍以上になります。

自殺は、健康問題、経済・生活問題、家庭問題などによ

り心理的に追い込まれた状態から起こることが多く、亡く

なった人の多くが自殺する前にうつ病などの心の病気を抱

えていたことが分かっています。こころが疲れると誰でも

うつ病になる可能性があります。自分自身の変化に気付い

たら一人で悩まず早めに医療機関(かかりつけ医・精神科・

心療内科など)に相談しましょう。また、こころに問題を抱

え悩んでいる人の存在に気付いたら、専門家に相談し、指

導を受けながら見守っていくことが大切です。沼田保健福

祉事務所1○23２１８５、県こころの健康センター1０２７

(２６３)１１５６でも相談を行っています。

問い合わせ 健康課保健係1内線７６２０５、社会福祉課

障害福祉係1内線７７２６８へ

障
害
の
あ
る
人
の
介
護
を
行
う
保

護
者
が
、
一
時
的
に
介
護
で
き
な
い

場
合
に
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
介
護

者
に
介
護
を
委
託
す
る
こ
と
で
、
障

害
の
あ
る
人
の
福
祉
、
介
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
制
度
で
す
。

介
護
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。

対
象

在
宅
で
障
害
の
あ
る
人

登
録
介
護
者
の
資
格

保
育
士
、
社

会
福
祉
主
事
、
社
会
福
祉
士
、
介

護
福
祉
士
、
保
健
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
教
諭
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
つ
人

※
介
護
者
は
市
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係
1
内
線
７
７
２

５
２
へ

全
て
の
事
業
主
は
、
法
定
雇
用
率

以
上
の
割
合
で
障
害
の
あ
る
人
を
雇

用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

法
定
雇
用
率
の
変
更
に
伴
い
、
障
害

の
あ
る
人
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
主
の
範
囲
が
変
わ
り
ま

す
。

障
害
者
雇
用
率

(

現
行)

１
・
８
％

→
(

変
更
後)

２
・
０
％

事
業
主
の
範
囲

(

現
行)

56
人
以
上

→
(

変
更
後)

50
人
以
上

問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
職
業
安

定
部
職
業
対
策
課
1
０
２
７(

２

１
０)

５
０
０
８
、
ま
た
は
沼
田

公
共
職
業
安
定
所
1
●
８
６
０
９

へ

農
地
法
と
は
、
農
地
と
そ
の
耕
作

者
の
権
利
保
護
や
食
料
の
安
定
供
給

を
目
的
に
、
農
地
を
農
地
以
外
の
も

の
に
す
る
こ
と
を
規
制
し
て
農
地
の

効
率
的
な
利
用
を
図
る
た
め
の
法
律

で
す
。

農
地
の
権
利
移
転
や
農
地
を
農
地

以
外(

宅
地
な
ど)

の
用
途
に
使
用
す

る
た
め
に
は
法
律
に
基
づ
い
た
手
続

き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
せ
ず
に

行
っ
た
場
合
は
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま

す
。農

地
法
の
申
請
手
続
き
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
要
件
が
関
わ
っ
て
く
る
た

め
、
事
前
に
農
業
委
員
会
事
務
局
、

ま
た
は
地
元
の
農
業
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

許
可
の
解
説

第
３
条
許
可

農
地
を
農
地
と
し
て

使
用
す
る
た
め
に
権
利
設
定
や
移

転
を
行
う
と
き

第
４
条
許
可

自
分
の
農
地
を
自
分

で
農
地
以
外
に
使
用
す
る
と
き

第
５
条
許
可

農
地
の
所
有
者
以
外

の
人
が
農
地
以
外
に
使
用
す
る
た

め
に
権
利
設
定
や
移
転
を
行
う
と

き
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

1
内
線
３
２
４
０
へ

17 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

登
録
介
護
者
事
業(

レ
ス
パ
イ
ト)

来
年
４
月
１
日
か
ら
障
害
の
あ
る
人

の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す

知
っ
て
お
き
た
い

農
地
法
の
手
続
き

障害者虐待防止法が施行されます

10月から｢障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支

援等に関する法律｣(障害者虐待防止法)が施行されます。

この障害者虐待防止法は｢障害者虐待とは何か｣について明

らかにし、障害のある人を支援している家族や福祉施設、障

害のある人を雇用している企業に対して虐待が起きないよう

に支援していくことや、虐待が起きてしまったときの対処方

法を規定した法律です。

虐待の種類
身体的虐待 障害のある人にけがを負わせたり、けがが生じ

るおそれのある暴力を加えたりすること。正当な理由なく

障害のある人の身体を拘束すること

性的虐待 障害のある人にわいせつな行為をすることやわい

せつな行為をさせること

心理的虐待 障害のある人に対して著しい暴言を浴びせた

り、著しく拒絶的な態度をとって、著しい心理的外傷を与

える言動を行うこと

介護・世話の放棄・放任 障害のある人を衰弱させるような

著しい減食、長時間の放置、他者による身体的・性的・心

理的虐待を放置すること。養護すべき職務上の義務を著

しく怠ること

経済的虐待 障害のある人の金銭を不当に使用してしまうこ

と。無断で財産(土地、建物など)を処分してしまうこと。

また、処分することで不当に財産上の利益を得ること

問い合わせ 社会福祉課障害福祉係1内線７７２５２へ


